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地域に愛される施設へ
ＰＦＩ倉敷中央斎場株式会社

代表取締役　松浦　哲

設計コンセプト

街の記憶とともにお別れする　山の斎場

ＰＦＩ事業　倉敷市中央斎場　　完成
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■工　　事　　名：倉敷市中央斎場施設整備事業建設（建築、外構、解体）工事
■建　　設　　地：岡山県倉敷市福田町福田－１
■発　　注　　者：ＰＦＩ倉敷中央斎場株式会社
■設　計　・　監　理：山下設計・丸川建築設計事務所設計共同企業体
■施　　　　　工：〈建築工事〉西松建設・目黒建設特定建設工事企業体

〈電気・機械設備工事〉株式会社九電工
〈火葬炉工事〉株式会社宮本工業所

■維持管理・運営：株式会社合人社計画研究所・株式会社宮本工業所・株式会社五輪
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　　　造：ＳＲＣ造、Ｓ造一部ＲＣ造
■階　　　　　数：階
■工　　　　　期：年月日～年月日（予定）

（写真提供：㈲ウエドイカメラ）

１階　葬祭ロビー １階　エントランスホール

２階　瀬戸内ラウンジ ２階　待合コーナー・待合ホール
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　新たな倉敷市中央斎場が完成いたしましたことを心よりお知らせ
申し上げます。
　すべての方は等しくお別れのときを迎えます。故人の尊厳を大切
に考え、ご遺族や利用者のそれぞれの心情に配慮したやさしい斎場
が完成いたしました。
　ＰＦＩ倉敷中央斎場㈱は、地域を熟知する地元企業と斎場におけ
る設計・施工・管理運営の実績が豊富な企業、計９社にて構成され
ております。ご遺族や利用者、そして地域の皆さまによって、どの
ようなカタチが最適か、多様化する社会にどのように対応するか等、
構成各社が持つ知識、ノウハウを出し合い、議論を重ね、本施設の
完成に至りました。
　倉敷地域と水島地域の境に位置する種松山を登ると、倉敷市中央
斎場が現れます。周辺の山なみと倉敷の街なみに調和したファサー
ド。種松山からの美しい眺望を最大限に生かしたビューラウンジ。
施設の主機能である火葬炉は、世界最高レベルの環境性能をもつ最
新型火葬炉設備を導入。細かい配慮まで含めると、本事業に携わっ
たすべての方の数えきれないやさしさが溢れた施設に仕上がってお
ります。
　本斎場の完成にあたり、多大なるご支援とご協力をいただいた倉
敷市役所の皆さま、地域の皆さまに、心より感謝申し上げます。今
後とも、地域の方々に愛される斎場として、運営に努めてまいりま
すので、何卒よろしくお願い申し上げます。

　種松山の山頂近くに位置する敷地には、見合いを配慮する日常環
境が隣接していない。この特徴を生かし、南側の整備境界間際まで
葬送車両が通行する車寄せで土地利用し、平行に建物を配置、駐車
場を建物の東側面にまとめて整備することで、斎場全体が山林環境
に開かれた明るいお別れ空間を創り出した。
　斎場建物は片勾配の屋根で覆い、必要機能ごとの高さに分節し、
北側を雁行させることで、自然景観との調和を図っている。
　建物構成は、１階に告別・収骨・式場などの儀礼エリア、２階に
待合エリアを配置し、両サイドの階段エレベーターで移動するわか
りやすい構成とした。２階待合エリアには南向きの山地を望む明る
い待合室に加え待合ホールを整備し、瀬戸内海や倉敷市街を望むビ
ューラウンジ空間とした。暮らしてきた故人との記憶に思いをはせ
ることができる倉敷の葬送空間を実現している。

　蔵の外装のなまこ壁のモチーフを取り入れたデザインや児島のデ
ニム生地のソファー、真備の竹材による待合家具など地元素材を活
用しトータルコーディネートしたお別れ空間は会葬者にやすらぎを
与えている。
　ＰＦＩ事業を生かした設計・施工・運営の協働により、基を備
える大型火葬施設として、誰もが使いやすく、心地よい斎場を目指
した。２会葬の寄付き、式場寄付きを同時に可能とする間口の長い
車寄せは特徴の一つである。車で入退場する葬送慣習へ利便に対応
するとともに、葬送の接遇運営を効率化し、市民サービス水準の向
上に配慮した。もう一つの特徴は、同じ諸室が繰り返され無機質に
なりがちな大型斎場の空間を分節化・多様化し潤いを与えている。１
階の告別収骨室前にはアルコーブ状の前室空間を設けプライバシー
に配慮、２階には中庭に面した小さな待合コーナーを設置し、待合
室やビューラウンジとともに心情に応じて火葬待ちの時間を過ごせ
る多様な待合空間を創り上げている。
　種松山の環境に開かれた新しい斎場が、人々の記憶に残るお別れ
のひと時を提供する公共施設であり続けることがコンソーシアムメ
ンバー一同の思いである。

株式会社山下設計


